
つ
い
て
」「
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
適

応
策
に
つ
い
て
」「
い
じ
め
防
止
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問

木
き だ

田　昇
のぼる

（大分市）

　

地
域
未
来
戦
略
の
推
進
に
つ

い
て

　
現
代
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
多
く
の

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
地
方
が
持
続
的
に
発
展
し
、
県
民

が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
地
域
自
ら
が
将
来
像

を
描
き
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

政
府
は
本
年
夏
、「
強
い
経
済
」の
実

現
を
柱
と
す
る
地
域
未
来
戦
略
を
策
定

予
定
で
あ
り
、
地
方
創
生
を
新
た
な
段

階
へ
進
め
る
国
家
戦
略
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
、
こ

の
潮
流
を
踏
ま
え
た
産
業
振
興
や
人
材

育
成
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
未
来
戦
略
に
対
す
る

認
識
を
伺
う
と
と
も
に
、
地
域
未
来
基

金
費
の
活
用
な
ど
「
地
域
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
計
画
」
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

知
事
答
弁

　
本
県
は
半
導
体
、
素
材
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
自
動
車
・
船
舶
な
ど
の
輸
送
機

械
、
観
光
分
野
を
中
心
に
厚
み
の
あ
る

産
業
集
積
を
有
し
て
お
り
、
地
域
未
来

戦
略
を
成
長
の
好
機
と
捉
え
て
い
ま

す
。
県
主
導
の
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

計
画
で
は
、
国
の
方
針
も
踏
ま
え
な
が

ら
重
点
分
野
を
明
確
化
し
、
官
民
投
資

の
促
進
や
高
度
人
材
の
育
成
を
総
合
的

に
推
進
し
ま
す
。
企
業
間
連
携
や
産
学

共
同
研
究
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
と
連
携
し
た
人
材
育
成
に
も
取

り
組
み
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
と

産
業
競
争
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

性
別
役
割
意
識
に
つ
い
て

　
内
閣
府
調
査
に
よ
る
と
、
大
分
県

で
は
「
男
性
が
前
に
立
ち
、
女
性
は
後

ろ
で
支
え
る
べ
き
」「
地
域
や
親
族
の

集
ま
り
で
の
食
事
準
備
や
お
茶
出
し
は

女
性
の
仕
事
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
が
全
国
で
も
特
に
強

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
意
識
は
女
性
の
自
己
実
現

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
妨
げ
る
だ
け
で
な

く
、
若
い
女
性
の
県
外
流
出
を
招
き
、

地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
人
口
戦
略
を
進
め
る
上
で

も
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
県
の
現
状
認
識
と
、
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
に
向

け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
生
活
環

境
部
長
に
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
部
長
答
弁

　

令
和
６
年
度
県
民
意
識
調
査
で
は
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考

え
方
を
支
持
し
な
い
人
の
割
合
が
58・

８
％
と
な
り
、
前
回
調
査
か
ら
上
昇
し

ま
し
た
。
若
年
層
で
は
固
定
的
性
別
役

割
分
担
意
識
の
解
消
が
進
む
一
方
、
50

代
以
上
で
は
依
然
と
し
て
意
識
が
残
っ

て
お
り
、
中
高
年
層
へ
の
働
き
か
け
が

課
題
で
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、「
無

意
識
の
思
い
込
み
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
自
治
会
長

向
け
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

「
お
お
い
た
キ
ャ
リ
エ
ー
ル
認
証
企
業
」

の
拡
大
や
経
営
者
と
女
性
・
学
生
の
対

話
の
場
づ
く
り
を
通
じ
て
、
女
性
活
躍

を
促
進
し
、
誰
も
が
能
力
を
発
揮
で
き

る
大
分
県
を
目
指
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
質
問
項
目

　

こ
の
ほ
か
に
「
中
九
州
横
断
道
路

を
活
用
し
た
企
業
等
の
誘
致
」「
国
道

１
９
７
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
」「
地
方

税
収
の
偏
在
是
正
」「
県
庁
の
“
休
み

方
改
革
”」「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
を
目
指
す

取
組
」「
医
療
福
祉
施
設
に
お
け
る
災

害
対
策
」「
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く

り
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問

若
わか や ま

山　雅
まさ と し

敏
（宇佐市）

　

地
方
創
生
に
向
け
た
市
町
村

と
の
連
携
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

と
り
わ
け
中
山
間
地
域
を
抱
え
る
市
町

村
で
は
、
地
域
交
通
、
子
育
て
支
援
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
、
防
災
・
減
災

な
ど
多
様
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
一
方
、
義
務
的
経
費
の
増
加

に
よ
り
財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
地
方
創
生
を
進
め

る
た
め
に
は
、
県
と
市
町
村
の
連
携
強

化
が
重
要
で
す
。
国
の
補
助
制
度
は
有

効
な
支
援
策
で
す
が
、
補
助
金
依
存
に

よ
る
自
主
性
の
低
下
や
事
業
継
続
性
へ

の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
未
来
交
付
金
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
、県
に
よ
る
技
術
的・

実
践
的
支
援
や
共
同
で
の
計
画
策
定
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
県
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
も
、
事
業
構
築
段
階
か

ら
市
町
村
と
十
分
に
協
議
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
施
策
を
共

に
構
築
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
地
方
創

生
に
向
け
、
市
町
村
と
の
連
携
を
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

知
事
答
弁

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
は
年
々
高

度
化
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
と
市
町
村
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
、将
来
を
見
通
し
布
石
を
打
つ
こ
と
。

好
機
を
捉
え
、
そ
の
効
果
を
多
面
的
に

波
及
さ
せ
る
こ
と
。
広
域
的
視
点
で
の

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
。
こ
の
３
つ
の

視
点
か
ら
地
方
創
生
の
取
組
を
進
め
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
沿
い
な
が
ら
、
そ
の
自
主
性
や
創

意
工
夫
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
連
携
を
強

化
し
、
地
域
課
題
の
解
決
と
将
来
発
展

に
向
け
た
地
方
創
生
の
取
組
を
進
め
る
。

地
域
の
産
科
医
療
体
制
の
確

保
に
つ
い
て

　
少
子
化
対
策
を
進
め
る
上
で
、
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
基
盤
と
な
る
地
域
の
産
科
医
療

体
制
の
確
保
は
重
要
で
す
。
県
は
分

娩
施
設
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
産
科
医
師
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
助
産
師
・
看
護
師
の
確
保
困
難
に

よ
り
、
分
娩
取
扱
施
設
の
休
止
や
廃
業

が
続
き
、
地
域
の
分
娩
体
制
へ
の
不
安

は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
分
娩
は
、

常
に
緊
急
事
態
に
対
応
す
べ
き
救
急
医

療
で
あ
り
、
施
設
の
減
少
は
妊
婦
の
負

担
や
緊
急
時
対
応
へ
の
不
安
を
高
め
ま

す
。
今
後
は
財
政
支
援
に
加
え
、
人
材

確
保
・
育
成
、
広
域
医
療
連
携
や
搬
送

体
制
の
強
化
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環

境
改
善
な
ど
、
持
続
可
能
な
周
産
期
医

療
体
制
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

知
事
答
弁

　
県
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
の
実
現
に
向
け
、
周

産
期
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
診

療
継
続
へ
の
支
援
、
妊
産
婦
へ
の
交
通

費
・
宿
泊
費
の
支
援
、
助
産
師
へ
の
研

修
な
ど
産
科
医
療
人
材
の
確
保
に
向
け

た
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
産
科
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
状
況
を
把
握
し
、
今
後
と
も
、
取

組
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
産
科
医
療
体

制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

▼
そ
の
他
の
質
問
項
目

　

こ
の
ほ
か
に
「
地
域
の
芸
術
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
」「
中
山

間
地
域
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
」「
山

林
に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
」「
市
周
辺
部
の
県
道
の
整
備
に
つ

い
て
」「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
対

す
る
取
組
に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し

た
。

３


